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学習目標

・化学は、物質を探求し、創造する学問として、人類の発展に貢献していることを理解
する。

・物質を構成する粒子とそれが構成する物質、および、物質が様々な変化をして他の物
質をつくることを理解する。

・物質についての基本的な粒子概念、原理、法則などを、身近な物質や現象を通して理
解し、人間生活に関連した科学的自然観や思考力を養う。

具体的な指導目標

1

前
半

12
1編　物質の構成

１章　物質の成分と構
成元素

・物質の種類と性質
・原子の構造
・電子配置と周期表

・原子の構造について学習し、周期
的に似た性質を持つことを理解す
る。
★同位体と存在比，放射性同位体と
その利用法を理解する。

後
半

12

1編　物質の構成
２章　原子の構造と元

素の周期表
３章化学結合

・イオンとイオン結合
・分子と共有結合
・金属と金属結合

・化学結合を、原子同士の電子のや
りとりの違いから区別し、理解す
る。
★水素結合，ファンデルワールス力
と物理的性質の関係を理解する。

指導内容　

・酸化と還元
・酸化剤と還元剤
・酸化還元反応

後
半

14

2

前
半

14

3 18
２編　物質の変化
２章　酸と塩基

３章　酸化還元反応

学期 単元

評価の観点
（評価基準）

日常生活や社会との関連を見出し、意欲的に取り組んでいるか／科学的に考察し、考え
を的確に表現できているか／基本操作を習得し、過程や結果を的確に記録、整理できて
いるか／基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けているか。

学習の手引き
〇様々な自然現象に興味関心をもち、主体的に学ぼうとする意欲を持たせる。
〇仮説を立てながら観察・実験に主体的に参加し、探究する態度を育成する。
○世の中のニュースや事象について、客観的かつ分析的な見方を身に付けさせる。

授業担当者 和泉　美範、那賀　俊明

評価の方法
授業への取り組み、授業プリントの内容、観察・実験に対する姿勢、実験レポートの内
容、定期考査、確認テストにより総合的に評価する。

・酸化と還元反応が電子の授受によ
ることを理解し、酸化還元反応と日
常生活との関わりについて理解す
る。
★電池の原理を酸化還元により理解
する。

・質量や体積を用いて、原子や分子
などの粒子を定量的に扱う方法を身
に付ける。
★同位体の存在比をもちいて原子量
を計算できるようにする。
★過不足のある反応の量的関係を理
解する。

２編　物質の変化
１章　物質量と化学反

応式
２章　酸と塩基

・酸と塩基
・中和反応
・中和滴定と滴定曲線

・酸と塩基の性質及び中和について
学習し、中和滴定の実験において滴
定曲線を描き、ミクロの視点を養
う。
★電離度と濃度から溶液のpHを計算
できるようにする。

２編　物質の変化
１章　物質量と化学反

応式

・原子量、分子量、式量
・物質量と溶液の濃度の関係
・化学反応式


